記入例








新発田市賃金労働時間等実態調査票【個人別】（令和6年7月31日現在）

	事業所名
	【この個人票に記入する常用労働者の選び方】

貴事業所の常用労働者数に応じて選んでください。

但し、７月分の月給期間の労働日数が18日未満の労働者（パートタイム労働者は10日未満）が選定された場合は除き、次に位置する労働者を記入してください。
	常用労働者数
	抽出割合
	記入労働者の選び方

	
	
	　1～ 30人
	１／１
	全員記入

	業種　 1　　 2　　　3　　　4　　　　5

　　　製造　建設　卸小売　金融保険　サービス
	
	 31～100人
	１／２
	２人目ごとに記入

	
	
	101～200人
	１／３
	３人目ごとに記入

	資本金　　　　　万円　常用労働者数　　　人
	
	201人以上
	１／４
	４人目ごとに記入（最高60人まで）


↑こちらは企業全体でご記入願います。

↓記入の対象は企業全体ではなく、貴事業所分（新発田市）のみで結構です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＯ．　
	番号
	性別
	年齢
	勤続
年数

(１年未満
切捨)
	就業形態
	最終学歴
	労働者の

職　　種
	７月分の
実労働日数
	７月分の総実労働時間
	７月分の賃金支給総額

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	所定内
労働時間
	所定外
労働時間
	所定内賃金金額
【各種控除前の金額】
	所定外賃金金額
（超過勤務手当）

	１
	２ 女

１ 男
	才
	年
	２パート

１正社員
	５ 大学

　 高専

４ 短大


３ 専門
２ 高校

１ 中学
	３ 生産


　 技術

２ 事務

１ 管理
	日
	時間
	時間
	円
	円

	２
	２ 女

１ 男
	才
	年
	２パート

１正社員
	５ 大学

　 高専

４ 短大

３ 専門

２ 高校


１ 中学
	３ 生産


　 技術

２ 事務

１ 管理
	
	
	
	
	

	３
	２ 女

１ 男
	才
	年
	２パート

１正社員
	
５ 大学


　 高専

４ 短大

３ 専門

２ 高校

１ 中学
	３ 生産

　 技術

２ 事務

１ 管理
	
	
	
	
	

	４
	２ 女


１ 男
	才
	年
	２パート

１正社員
	５ 大学


　 高専

４ 短大

３ 専門

２ 高校

１ 中学
	３ 生産

　 技術

２ 事務


１ 管理
	
	
	
	
	

	５
	２ 女


１ 男
	才
	年
	２パート

１正社員
	５ 大学

　 高専

４ 短大

３ 専門


２ 高校

１ 中学
	３ 生産


　 技術

２ 事務

１ 管理
	
	
	
	
	



『7月分の実労働日数』


7月に労働者が実際に勤務した日数を記入してください。実際に労働しなかった場合は、たとえ有給でも日数には含めません。


また、1日の労働時間がたとえ1時間であってもその日は1日と数え、午前0時にまたがるような勤務の場合には2日として数えてください。





この表に基づき記入する対象を選んでください。


ただし、次に該当する者は除いてください。


取締役、理事等（一般の労働者と同じ規定により給与を受けている者は除かない）


出勤日数18日未満の労働者（パートタイム労働者は10日未満）





『7月分の総実労働時間数』


7月分または7月支給の給与に対応する1か月分の労働時間を記入してください。1時間未満の端数は切り捨ててください。


（1）所定内労働時間


年次有給休暇等、有給休暇は除いてください。


また、本来の職務外として行なわれる、宿直・日直の時間は除いてください。


（2）所定外労働時間


早出・残業・休日出勤等の超過労働時間数を記入してください。





『勤続年数』


1年未満の端数は切り捨て


また、勤続1年未満の者は0と記入してください。





『就業形態』


一　般：パートタイム労働者以外の労働者


パート：1週間の所定労働時間が同一の事業所に


　　　　雇用されている通常の労働者より短い　


　　　　労働者（1か月等1週間より長い期間で


　　　　所定労働時間が定められている場合は、


　　　　1サイクルの所定労働時間を平均して


　　　　1週間の所定労働時間を算定して比較


　　　　してください）





『7月分の賃金支給総額』


（1）所定内賃金金額


7月分の給与の各種控除前の額（所得税、住民税、社会保険料等を含めた額）を記入してください。（所定外賃金を含まない）


宿日直手当・一時金は除いてください。また、ベースアップ差額が一括支給された場合は、調査対象月分のみ算出してください。


（2）所定外賃金金額


「7月分の所定外労働時間数」に対し支払われた賃金を記入してください。





『労働者の職種』


管　　　理：会社の事務部門、生産部門のなかで、部長、課長、係長等のように


　　　　　　監督的業務に従事する者。なお、生産部門においては作業に従事し


　　　　　　ない課長、組長等の監督的地位にある者も含む。


事務・技術：営業、人事等の事務的業種に従事する者や、研究、設計、看護等の


　　　　　　高度な技術を必要とする業務に従事する者。


生　　　産：生産・建設現場、販売、自動車運転、守衛等に従事する者





『最終学歴』


各区分に相当する主な学校は下記のとおりです。


なお、中途退学した者は、その前の卒業学校の区分にいれてください。


最終学歴が把握し難い場合は推測で記入頂いても結構です。


◎主な卒業学校の種類


中学校…小学校　中学校　尋常小学校　高等小学校


高　校…高等学校　旧制の中学校　実業学校


専　門…各種専門学校


短　大.高　専…短期大学　高等専門学校　旧制の高等学校


大　学…大学　大学院








